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Ａ．研究目的 
  
アーク溶接作業での感電災害防止には交
流アーク溶接機用自動電撃防止装置があり、
平成23年には始動感度を取り入れて構造規
格、技術上の指針が改正となっている。ア
ーク溶接作業を含めた感電災害防止対策等
の好事例について先進的取り組み等の調査
を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
 
 交流アーク溶接機を多く使用している造
船業の感電災害防止等の取組みの好事例を
収集するとともに、交流アーク溶接機用自
動電撃防止装置構造規格改正後の始動感度
の現状、海外でのアーク溶接作業にともな
う感電防止に関わる規則について韓国の場
合を調査した。 
（倫理面への配慮） 
生体への影響に関わる実験ではないので特
段倫理面への配慮は不要である。 
 
Ｃ．研究結果 
 
（１） 造船所における感電災害防止対策
等の現地調査 

4 月から 6 月に行われる溶接技能訓練を

見学した。造船所は、技能訓練のための専
用の施設を持ち、教官も配置している。こ
の技能訓練は4月からの新入社員が受講し、
技能習得の後に現場に配属される。訓練の
具体的な目的は、溶接技能者資格の取得で
ある。しかし、同時に、溶接に伴う労働災
害の危険性（主に感電災害、アーク光によ
る目の障害、ヒュームによる障害）の知識
習得と、危険性に対する対策の重要性（し
ゃ光ガラス付き溶接用保護面、保護めがね、
防塵マスク、アーク溶接用手袋、前掛け、
腕カバー、足カバー、安全靴等の装備品の
使用訓練を含む）を学ぶ。また、様々なミ
スの原因となる溶接器具の整理整頓の重要
性を教育、ルールの教育・徹底を指導して
いる。 
次にアーク溶接機の整備工場を見学した。
整備工場では様々な設備の修理を行うが、
交流アーク溶接機の修理・調整、また交流
アーク溶接機用自動電撃防止装置（以下、
「自動電撃防止装置」という。）の動作確認
を行っている。自動電撃防止装置の動作確
認は「自動電撃防止装置チェッカおよび自
動電撃防止装置チェッカ用抵抗ユニット」
を使って行われている。この動作確認用計
測機器は平成23年の交流アーク溶接機用自
動電撃防止装置構造規格（以下、「構造規格」
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という。）に始動感度の規定が設けられる以
前に製造されたものであり、多くの事業場、
製造現場で使用されている平成 23年以前の
構造規格に基づく交流アーク溶接機の動作
確認には有効である。 
構造規格改正に伴って新たに規定された
始動感度に基づく自動電撃防止装置を内蔵
する交流アーク溶接機は数台が導入されて
いた。しかし、構造規格改正による始動感
度を測定可能な計測機器は市販されていな
いため、自動電撃防止装置の動作確認はメ
ーカーによるメンテナンスに依存している。 
始動感度が規定された構造規格に基づく
自動電撃防止装置を内蔵した交流アーク溶
接機が数台導入されていたので、その使用
感について調査した。その結果、現場への
ヒアリングと溶接試験を実施し、現場作業
者に確認したところ、これまでとまったく
変わりがないとのことであった。しかし、
交流アーク溶接機を使用するのは艤装（装
備を取り付ける工程）の取付職であるため、
溶接職がするような連続溶接やアークを発
生させたり、止めたりする断続的な溶接作
業はしていない。特に断続的な溶接では始
動感度の上限値が 260Ωとなったことでア
ークが発生しにくくなる可能性があるので、
試験を実施したが、アークが発生しにくく
なるようなことはなかった。したがって、
まったく従来型と変わりなく、作業を行う
ことができるとのことだった。 
また、感電を体感し教育する施設を有し、
安全教育が机上の空論にとどまらず、作業
者にとって新鮮に感じられるような工夫を
していた。これは業界団体による安全衛生
対策の推進の一環である。その活動として
作成された安全体感マニュアル集（疑似体
験 再現朝礼 体感施設）では、感電、墜落
転落など 11種の災害が掲載されている。感
電では、溶接用フォルダーの漏電実験、電
路の短絡実験、また、微弱電流による感電
体験などが掲載されている。 
 
（２） 配線用遮断器、漏電遮断器等の製
造・販売会社の調査 

 調査した会社では、以前には自動電撃防
止装置の始動感度、安全電圧、遅動時間等
の点検装置を製造・販売していた。交流ア
ーク溶接機のユーザーからは、定期点検の

際に自動電撃防止装置の始動感度を測定で
きる点検装置の市販の要望があった。現状
では、点検は、交流アーク溶接機のメーカ
ーや機器レンタル会社等で行っている。今
回調査した会社では、販売の採算があえば、
製造販売ができるが、需要からすると価格
が高くなる事情があるため、一般ユーザー
向けの商品よりも、過去に特注によって点
検装置を製造販売した方法での対応が今後
も続くものと思われる。 
漏電遮断器については、事業所用配電盤
での普及は常識となりつつあるが、家庭用
配電盤でも標準となっている。したがって、
固定配線における漏電防止はかなり進んで
いると考えられる。一方、例えば建設業な
どでの仮設配線や移動配線では漏電遮断器
を設置しにくい状況もあり得る。この場合、
コンセントとプラグとの間に挿入可能な漏
電遮断器が開発されており、普及も進んで
いくと思われる。よりコンパクトで使い勝
手の良い製品が開発されており、現在では
高圧あるいは特別高圧よりも死亡災害件数
の多い低圧に起因する感電災害の防止効果
が期待できる。 
 
（３） 交流アーク溶接機用自動電撃防止
装置の特性調査 

 平成 23 年には構造規格に始動感度が取
り入れたことから、当該構造規格に基づき
製造された外付け及び内蔵の自動電撃防止
装置について始動感度を中心として特性を
確認した。調査したのは図 1、表 1 に示す
内蔵型 2 機種と外付け型（出力側遮断）1
機種の合計 3 機種である。安全電圧の確認
には、デジタルマルチメータ（YOKOGAWA、
753704）を用いて実効値で測定した結果、
安全電圧の仕様では 18～22Vであるが、測
定値では 19～21Vであった。これらは構造
規格の第 12 条で定められた実効値で 30V
以下をいずれも満足しているものであった。 
また、始動感度については、交流アーク
溶接機の二次側にすべり抵抗器を接続して、
抵抗値を 500Ωから徐々に小さくして、自
動電撃防止装置の電磁接触器が作動したと
きの抵抗値をデジタルマルチメータ
（YOKOGAWA 、753704）で測定して始
動感度とした。交流アーク溶接機に内蔵あ
るいは外付けされる自動電撃防止装置の始 
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(a) A（内蔵） 

 
 

 
(b) C（内蔵） 

 
図 1 試験に使用した自動電撃防止 
装置内蔵の交流アーク溶接機 

 
表 1 自動電撃防止装置の始動感度 

 A（内蔵） B（外付け）
出力側遮断 

C（内蔵） 

 仕様 測定

値 

仕様 測定

値 

仕様 測 定

値 

安全

電圧 

22V 21V 22V 19V 18V 19V 

標準

始動

感度 

180 



151 

 

180 

 

120 

 

120 

 

159 

 

遅動

時間 

約1s 0.8s 約1s － 約1s 1.16s 
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図 2 自動電撃防止装置（A（内蔵）の場合
の溶接機の二次側出力電圧変化（テストボ
タンによる） 

 
 
動感度の仕様では 120～180Ωであるが、測
定値では 120～159Ωであった。これらは構
造規格の第 13条の 2で定められた 260Ω以
下をいずれも満足するものであった。 
自動電撃防止装置（A（内蔵））のテスト
ボタンを押したときの交流アーク溶接機の
二次側の電圧変化を図 2 に示す。安全電圧
から溶接機無負荷電圧になり、0.8秒後に再
び安全電圧となっていることがわかる。 
 
（４） 韓国の規制・規格 
アーク溶接作業は感電災害の危険性が高
いことから、リスクアセスメントや保護具
の着用、危険低減装置の使用などの対策が
採られている。今回は、韓国について調査
した。 
１）韓国の場合 
韓国では我が国のアーク溶接作業による
感電防止と類似した規則を導入している。
産業安全保健基準に関する規則（労働安全
衛生規則）第 306 条（交流アーク溶接機な
ど）においては、感電危険性の高い次の場
合には自動電撃防止装置を設置することが
義務づけられている。また「アーク溶接装
置の設置及び仕様に関する技術指針」
（KOSHA GUIDE E-76-2013、韓国産業安
全健康公団）においても同様の規定がなさ
れている。 
１．船舶の二重船体内部、若しくは Ballast
タンク、若しくはボイラー内部等導電体に
囲まれた場所 
２．墜落する危険性がある高さ 2ｍ以上の場
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所で鉄骨等導電性の高い接地物に労働者が
接触するおそれがある場所 
３．作業員が水、発汗などで導電性が高く
湿気の多い状態で作業する場所 
 上記の 1、2は我が国の労働安全衛生規則
第 332 条と同じであるが、3 に挙げられた
「作業員が水、発汗などで導電性が高く湿
気の多い状態で作業する場所」は我が国の
労働安全衛生規則には定めがない。 
 
Ｄ．むすび 
 
始動感度の上限値が取り入れられた自動
電撃防止装置の使用感は、上限値が定めら
れていなかった従来の自動電撃防止装置と
変わらないこと、自動電撃防止装置の始動
感度などを試験する装置が市販されていな
い現状を確認した。 
自動電撃防止装置の始動感度を測定した
結果、構造規格に定められた上限値を満足
していることを確認した。 
韓国におけるアーク溶接作業による感電
防止の規則を調査した結果、日本と類似し

ていることがわかったが、水、発汗などで
導電性が高く湿気の多い状態で作業する場
所で自動電撃防止装置の使用が義務づけら
れている点が相違していた。 
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